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研究成果の概要（和文）：本研究課題は、2000年代後半以降以降、グローバルな暴力の噴出において宗教的色彩
が強まっていることを問題視し、なぜ突然宗派が紛争の対立軸として浮上したのかを解明した。サウディ対イラ
ンの「中東新冷戦」と呼ばれるように、宗派対立が何故周辺国全域での対立軸へと転換したのか、いかなる契機
で宗派的差異が政治的対立に発展し、さらには暴力化するのかについて、イラク、レバノン、湾岸諸国、イエメ
ン、イランなど各国の歴史的背景およびエスニックな社会構成から論ずると同時に、政治権力関係のなかで浮き
彫りになる宗派関係にも着目した。さらにメディアが持つ宗派的ヘイトの拡散という側面が重要であることも指
摘された。

研究成果の概要（英文）：This research project aimed to disclose the reasons and background on why 
the so-called sectarian conflicts have prevailed in all over the Middle East since the middle of 
2000s. Cases typical are the civil war in Iraq (2006-07), extreme intolerance of IS against the 
other sects during their control over Iraq and Syria (2014-17), and ongoing “New Cold War” in the 
Middle East, inflamed by Saudi Arabia and Iran. During three-years project, research team, composed 
of the researchers on Iraq, Lebanon, Iran, Yemen, Arab Gulf monarchies, conducted the field 
researches in the targeted regions, using various methodologies, such as opinion poll and media 
analysis. During the project period, International Workshop was organized inviting prominent 
political scientists including F. Haddad, M. Valbjorn, and M.O. Jones. Their contributed chapters 
were included in our book titled “Sectarian Issues in the Contemporary Middle East”, published 
from Koyo Shobo in March 2019.

研究分野：地域研究

キーワード： 宗派

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
中東諸国の宗派問題の事例研究を取りまとめ、晃洋書房より研究報告書「現代中東の宗派問題」を出版した。こ
れまで日本語で出版された「宗派問題」を扱った本格的な学術書は存在せず、日本の宗派研究に一石を投じた意
義は大きい。特に中東の宗派主義についての国際的な議論において第一線の論者であるファナル・ハッダード、
モーテン・ヴァルビヨーン、マーク・オーウェン・ジョーンズを研究期間中に招聘してワークショップを開催
し、その寄稿を邦語で発表したことは、貴重な機会である。とりわけ宗派主義という用語のもつ問題性にまでメ
スを入れた根本的な議論が展開されたことは、今後の中東政治研究の大きなステップとなろう。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本研究課題を開始した当時の国際情勢においては、グローバルな暴力の噴出において宗教的

色彩が強まっていることが明白に見て取れた。具体的には、2014年６月、内戦下のシリアで勢

力を拡大した「イラク・シャーム（大シリア）のイスラーム国」（ISIS、のち ISと改名）がイ

ラクのモースルに進撃、これを数日のうちに陥落させた。この事件は、ISISが極めて短時間で

イラク国内の主要拠点を制圧し、一定の面積の国土を支配したことと、それに対してイラク国

軍が当初全くといっていいほど機能しなかったという点で、国内外に強烈な危機意識を生んだ。

さらにそうした事件に先立ち、イラクではイラク戦争以降、国外のイスラーム武闘派勢力がイ

ラク西部や北部に繰り返し侵入し、イラク国内に内戦状況を生み出していた。2004年末には、

ヨルダンのアブダッラー国王がシーア派の台頭に対する危機感を表し、また同じ時期、サウデ

ィアラビアのワッハーブ派宗教界においてイラク政権の「シーア派化」を危惧する論調が強ま

っていた。2015年のイエメンにおけるホーシー勢力の政権奪取とその後のイランとサウディア

ラビアの断交は、こうした宗派を巡る「対立」がシリア、イラクなど一国内に収斂するもので

なく、中東域内全域に蔓延したことを示した。 

シーア派とスンナ派の宗派関係については、その敵対関係は本質的にイラク社会に内在する

ものであり、イラク戦争によりそれまで強圧的政権によって抑え込まれていた宗派間の敵対関

係が噴出したため、暴力的な宗派対立へと発展した、と、当時の議論ではみなされてきた。そ

の背景に、オスマン帝国領内の 3州を英国の植民地主義政策のために機械的にまとめて人工的

な国家建設を行ったという史実を挙げ、イラク国家の人工性、伝統的な国土と国民の一体性の

不在を指摘する議論もあった。だが、こうした視点は、オリエンタリズム的な宗派主義史観の

延長として批判され、宗派本質主義的な解釈に陥ることの問題点が指摘されてきた。 

その一方で、多くの論者は、国家の失敗ないし破綻によって非国家主体が国家を代替する機

能を果たし、その結果非ナショナル・アイデンティティがナショナル・アイデンティティに優

先されるようになり、宗派対立が表面化した、との議論を展開した。これらは、中東における

宗派関係は多くの場合決定論的、本質主義的なものではなく、国内の統治政策の失敗、あるい

は動員のための道具主義的なもの、とみなしてきた。 

しかしながら、前述した ISの出現、さらにはイランとサウディアラビアの対立を軸とした

「中東新冷戦」と呼ばれる状況は、宗派関係の変化が国内要因によってのみ説明できない一例

を示す事件であった。こうした国境を越えて展開する宗派を巡る武力対立は、宗派関係の緊張

を国家・社会関係に軸をおいた国内要因によるものとしてきた従来の議論では、説明できない。

この点を解明するために、本研究課題は設定された。 
 
２．研究の目的 
本研究は、さまざまな宗派対立のなかでもとくにスンナ派とシーア派との宗派間関係の緊張

を取り上げ、その発生原因と展開過程について、中東諸国（イラク、シリア・レバノン、イラ

ン、湾岸諸国、イエメン、トルコ）の事例を取り上げて実証分析することを目的とした。そこ

では近年の宗派対立がイスラームという宗教の本質的要因からではないという前提に立ち、対

立の内因性と外因性に着目した。特に宗派間関係を規定する内的要因としての差別や排除など

社会経済的、歴史的背景に加え、外的要因である国際政治上の安全保障政策の矛盾や問題点の

蓄積によって生じたという点に光を当てた。 

また、従来の宗派関係に関する本質主義的論争を超えた新たな紛争解決の糸口を提示するた

めに、宗派的言説が過剰な暴力を伴う政治対立、衝突のなかに根を下ろす際の、宗派ネットワ

ーク上に増幅してトランスナショナルに伝播するメディアの役割に着目した。 

さらには、宗派主義、宗派対立を巡り近年、数々の研究プロジェクトが海外で展開され、そ

の結果や議論をまとめた学術書が公刊されていることを踏まえて、ここで交わされる諸議論を

整理し、宗派主義とは何かという視座の問題から解きほぐした。上述した、本質主義的議論と



構築主義的議論の対立を超えて、また宗派主義という用語のもつ差別性、中傷性を克服してい

かに現実の宗派関係を分析するか、新たな視座を模索することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究は、基本的には政治学系の地域研究者を集めて、地域研究的手法を軸として行われた。

研究分担者として、末近浩太（シリア・レバノン現代政治）、山尾大（イラク現代政治）、松永

泰行（現代イラン政治）、松本弘（現代イエメン政治）、松尾昌樹（現代湾岸諸国政治）を参画

せしめ、それぞれが担当する地域の現地資料を収集、現地でのフィールド調査を行うとともに、

欧米先進国の当該分野での一線の研究者との意見交換を、世界中東学会（於スペイン、2018

年）や国際政治学会（於オーストラリア、2018年）など国際学会や、欧米の諸研究機関が主催

する各種国際ワークショップの場を利用して行った。特に山尾は、選挙分析、イラク国内での

世論調査分析を用いて、イラクにおける宗派意識の変化を分析した。また千葉悠志（メディア

研究）はインターネットや衛星放送といったメディアの発展を視野にいれた宗派意識分析を行

った。他方、保坂修司（湾岸地域研究）は、主として歴史研究の手法を用いて、サウディアラ

ビア、クウェートにおけるシーア派社会の分析を試みた。 
 
４．研究成果 

(1) 国際ワークショップ「中東における宗派主義 〜宗派がいかに政治・紛争に動員されるか? 

"Sectarianism in the Middle East: how is it mobilized in politics and conflicts?"の開催（2017

年９月 21—22日） 

 研究期間において中間点となる 2017年 9月、いずれも宗派主義研究の第一線に立つ研究者

（シリアの事例としてW.ハリス（オタゴ大）、クウェートの事例につきM.ウェルズ（米外務省）、

イラクに関して F.ハッダード（シンガポール大）、湾岸地域に関してMジョーンズ（カタール・

ハマド大）、国際政治に関してMヴァルビヨーン（アーフス大））を海外から招聘し、国際ワー

クショップを開催した。これらの議論に対して、研究代表者、分担者からそれぞれの研究中間

報告がなされ、相互の意見交換、討論を踏まえて、研究成果の精緻化を目指した。本報告のう

ち、ハッダード、ヴァルビヨーン、ジョーンズの報告は、以下(3)で挙げる最終成果報告書の一

部として公刊された。 

(2) 代表者の酒井は、宗派対立、宗派対立を論じたこれまでの文献サーベイを行いつつ、宗派

主義がもともと宗派軸ではなかった政治対立に動員されるという安全保障化のメカニズムを明

らかにするイラクでの事例研究を、ラバト（モロッコ）で報告した(2017年 9月)。また、オク

スフォード（英）での宗派主義に関するワークショップ(2018年 1月)では、酒井および松永が

その研究成果を英語で報告し、宗派主義に関する国際的論争への一石を投じた。また 2018年 7

月にスペインで開催された世界中東学会には、酒井、末近、山尾、松尾が参加し、それぞれの

研究成果報告を行った。酒井は末近と共著でラウトリッジで編纂されている中東政治ハンドブ

ックの「宗派問題」に関する項目の執筆を依頼され、現在出版の最終段階にある。 

(3) 研究叢書「現代中東の宗派問題」(晃洋書房)の出版 

 本研究事業の成果として、前述の海外からの寄稿者を含めて全 11 章からなる研究書『現代

中東の宗派問題』を出版した。日本で中東に関する宗派問題を扱った本格的な学術書は、本作

が始めてである。同書は中東および欧米での「宗派」を巡る議論の展開を整理するとともに、

宗派主義という用語の分析概念としての不充分さ、問題点を指摘し、さらにそうした「宗派主

義的」用語が SNS など新情報ツールに乗って拡散することで宗派間憎悪が蔓延していること

を論じた。そしてそこでは「中東新冷戦」ともいわれる国際政治環境の影響を無視できないこ

とが論じられた。以上の枠組み設定と概観を行った上で、シリア・レバノン、イラク、湾岸諸

国、イエメン、イラン、トルコの事例分析を掲載した。本書は 2019 年 3 月に晃洋書房より公



刊された。 
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